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緑・南淡地域で
住民説明会が始まる

第 2回　ケーブルテレビ

現
在
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
防
災
対
策

と
し
て
の
予
防
活
動
と
災
害
発
生

時
の
応
急
活
動
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

予
防
活
動

・
災
害
に
つ
い
て
の
学
習
会

・
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
会

・
防
災
資
機
材
の
整
備

・
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
（
避
難
場

所
及
び
避
難
経
路
の
選
定
等
）

・
避
難
経
路
の
整
備
（
避
難
誘
導

灯
、
避
難
所
標
識
等
）

・
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握

・
避
難
訓
練
等
の
実
施
（
最
低
年

一
回
）

応
急
活
動

・
市
役
所
や
消
防
署
な
ど
防
災
機

関
と
の
情
報
交
換
や
地
域
住

民
へ
の
情
報
の
伝
達

・
火
災
の
発
生
防
止
や
初
期
消
火

・
地
域
住
民
の
安
否
確
認

・
地
域
住
民
が
安
全
に
避
難
す
る

た
め
の
誘
導

・
障
害
者
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳

幼
児
な
ど
災
害
時
要
援
護
者

の
支
援

・
避
難
所
の
運
営
、
簡
単
な
工
具

を
使
用
し
て
の
救
出
や
負
傷

者
の
救
護
、
救
援
物
資
（
食
事

な
ど
）
の
分
配
、
炊
き
出
し

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織
に

対
し
、
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

補
助
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課                      

ま
で
。

自
主
防
災
組
織
の
育
成

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

南
あ
わ
じ
市
の
人
口
は
５
２
２
８
１
人

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
人
口
速
報
値

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
人
口
速
報

値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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区分 平成17年 平成 12年 増減数 増減率

世帯数 17,072 17,140 　  △ 68 △ 0.40

人

口

総数 52,281 54,979 △ 2,698 △ 4.91

男 25,007 26,519 △ 1,512 △ 5.70

女 27,274 28,460 △ 1,186 △ 4.17

　　※この結果は速報値であり、後日総務省が発表する資料とは異なる場合があります

区分 南あわじ市 緑地区 西淡地区 三原地区 南淡地区

平
成
17
年

人口 52,281 6,204 11,407 16,112 18,558

世帯数 17,072 2,000   3,634   4,984   6,454

平
成
12
年

人口 54,979 6,154 12,519 16,602 19,704

世帯数 17,140 1,962   3,740   4,895   6,543

人 

事 

異 

動
市
役
所
の
組
織
機
構
改
革
に
伴
い

　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
付
の
組

織
機
構
改
革
に
伴
い
、
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。（　
　

）
は
旧
所

属
、
管
理
職
の
み
。

◆
部
長
級　

財
務
部
長　

藤
本
昇

（
企
画
部
長
）
◆
次
長
級　

総
務
部

次
長
兼
市
長
公
室
長
兼
防
災
担
当

特
命
参
事　

田
村
覚
（
企
画
部
次

長
兼
防
災
担
当
特
命
参
事
）、
財
務

部
次
長　

稲
山
益
男
（
次
長
兼
会

計
課
長
）、
次
長
兼
会
計
課
長　

高

川
欣
士（
企
画
部
企
画
調
整
課
長
）、

次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

島
田
憲
治
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）、
◆
課
長
級　

総
務
部
防
災
課

長　

郷
直
也
（
企
画
部
ま
ち
づ
く

り
・
防
災
課
長
）、
財
務
部
財
政
課

長　

馬
部
総
一
郎
（
企
画
部
財
政

課
長
）、
財
務
部
管
財
課
長　

長
尾

重
信
（
企
画
部
管
財
課
長
）、
財
務

部
国
体
推
進
室
長　

東
茂
樹
（
企

画
部
国
体
推
進
長
）、
健
康
福
祉
部

長
寿
福
祉
課
長　

小
坂
利
夫
（
総

務
部
秘
書
広
報
室
長
）、
◆
主
幹
級

　

総
務
部
市
長
公
室
主
幹　

居
神

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
遊
び
プ
ラ
ン
で

ち
ど
り
・
八
木
保
育
所
が
表
彰

　

幼
児
用
パ
ソ
コ
ン
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ

キ
ッ
ズ
ス
マ
ー
ト
」
を
使
っ
た

遊
び
の
プ
ラ
ン
発
表
会
が
十
二
月

十
一
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
、
市

立
保
育
所
が
次
の
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞　

ち
ど
り
保
育
所

　
（
食
育
に
活
か
し
た
活
動
）

　

優
秀
賞　
　

八
木
保
育
所

　
（
卒
園
式
の
カ
ー
ド
作
り
）

地域別人口と世帯数

　南あわじ市の人口総数は、
前回の 4.91％の減少とな
り、世帯数は 0.4％の減少
となりました。
　また、１世帯あたりの世
帯員数は 3.06 人で、前回
の3.21 人を下回りました。

南あわじ市は、

人　口　52,281人

世帯数　17,072世帯

　　　　　　　　です

住
民
説
明
会
が

　
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

一
月
中
旬
か
ら
、
市
内
の
各
地

区
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
末

ま
で
に
エ
リ
ア
拡
張
地
域
で
あ
る

緑
・
南
淡
地
域
に
お
い
て
順
次
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

説
明
会
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
加
入
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
な
お
、
加

入
予
約
の
受
付
も
開
始
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

　

一
月
末
か
ら
南
あ
わ
じ
市
内

（
緑
地
域
、南
淡
地
域
）に
お
い
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
三
月
末
ま
で

の
約
二
か
月
間
と
い
う
短
期
間
で

工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
内

各
所
で
同
時
に
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
主
に
電
柱
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
敷
設
す
る
も
の
で
、
片
側
通
行

な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
対
応

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
は
、
平

成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
関

東
・
近
畿
・
中
京
の
三
大
広
域
圏

で
、
地
上
波
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
を
使
用

初
期
消
火
の

　

角か
く
や
ま山
兄
弟
に
表
彰
状

し
て
開
始
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
放
送

で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
七
月
に
こ
れ
ま

で
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了

し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
な
り
、
視

聴
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画

質
・
高
音
質
番
組
に
加
え
て
、
リ

ク
エ
ス
ト
や
ク
イ
ズ
番
組
に
参
加

で
き
る
双
方
向
番
組
、
高
齢
者
や

障
害
者
に
や
さ
し
い
福
祉
番
組
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
最
新
情
報
番
組

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
南
あ
わ
じ
市
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
も
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご
家

庭
で
ア
ン
テ
ナ
を
上
げ
る
必
要
な

く
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
対
応
の
テ
レ

ビ
が
あ
れ
ば
、
綺
麗
な
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、（
社
）
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
Ｄ

―
Ｐ
Ａ　
（h

ttp
://w
w
w
.d
-p
a.

o
rg/

）、
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
07
・

０
１
０
１
）
へ
。

▲ケーブルテレビ加入説明会

　

一
月
七
日
、
自
宅
に
隣
接
す
る

▲恭介くん

建
物
の
火
災
発
生
に
気
づ
き
消
火

活
動
を
行
っ
た
角
山
恭き
ょ
う
す
け

介
く
ん

（
三
原
中
二
年
）
と
角
山
凌り
ょ
う
だ
い大

君
（
市
小
六
年
）
の
兄
弟
に
一
月

二
十
日
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
眞
山
和
良
消
防
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲凌大くん

防災課
☎43-5006

（人：世帯）

国
民
健
康
保
険
税

 

５
期　
の
納
付
は

２
月
28
日
（
火
）

　
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

功
治
（
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
・
防

災
課
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
係
長
）、

総
務
部
市
長
公
室
主
幹
兼
行
革
推

進
係
長　

橋
本
浩
嗣
（
企
画
部
企

画
調
整
課
主
幹
兼
調
整
係
長
）、
総

務
部
防
災
課
主
幹
兼
防
災
消
防
係

長　

藤
本
和
宏
（
企
画
部
ま
ち
づ

く
り
・
防
災
課
主
幹
兼
防
災
消
防

係
長
）、
総
務
部
情
報
課
主
幹
兼
広

報
公
聴
係
長　

堤
省
司
（
総
務
部

秘
書
広
報
室
主
幹
兼
広
報
公
聴
統

計
係
長
）、
総
務
部
南
淡
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
主
幹　

角
村
恵
美
子（
市

民
生
活
部
税
務
課
主
幹
）、
財
務
部

財
政
課
主
幹　

神
代
充
広
（
企
画

部
財
政
課
主
幹
）、
財
務
部
管
財
課

主
幹
兼
用
度
係
長　

福
岡
博
文（
企

画
部
企
画
調
整
課
主
幹
）、
財
務
部

管
財
課
主
幹
兼
管
財
係
長　

岩
倉

正
典
（
企
画
部
管
財
課
主
幹
兼
管

財
係
長
）、
財
務
部
管
財
課
主
幹
兼

入
札
契
約
係
長　

富
永
文
博
（
企

画
部
管
財
課
主
幹
兼
入
札
契
約
係

長
）、
財
務
部
国
体
推
進
室
主
幹　

福
原
敬
二
（
企
画
部
国
体
推
進
室

主
幹
兼
国
体
推
進
係
長
）、
健
康
福

祉
部
長
寿
福
祉
課
主
幹　

相
原
和

美
（
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
）、

健
康
福
祉
部
健
康
課
主
幹　

興
津

文
人
（
健
康
福
祉
部
健
康
課
主
幹

兼
総
務
係
長
）、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
兼
監
査
委
員
事
務
局
主
幹

　

田
中
研
次
（
総
務
部
南
淡
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
主
幹
）


